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１ ボランティア活動の流れ  

 

  

２ 主なボランティア活動  

(1) 学校等において、外国人児童生徒等に日本語指導やそのサポートを行う。  

(2) 外国人児童生徒やその保護者等に対して通訳を行う。  

(3) 外国人児童生徒やその保護者等に対して翻訳を行う。  

(4) 外国人児童生徒に対して、母語や母文化にふれる機会を与える。  

(5) 自分の経験をもとに、異文化紹介をしたり、異文化体験を行わせたりする。  

(6) その他、子ども多文化共生教育にかかわるいろいろな活動を行う。  

  

３ 活動上の留意点  

   学校現場でボランティア活動をしていただくことから、以下の点についてご留意ください。  

(1) 学校教育に対して、政治的、宗教的、営利を目的とした行為などを行わない。  

(2) 学校で知りえた個人情報などを外部にもらさない。  

(3) その他、児童生徒に対して不適切と思われる行為を行わない。  

(4) ボランティア保険等の加入については、自分の責任で行う。  

  

４ 登録について  

   子ども多文化共生センターあて登録申込書（様式１）をご記入のうえ送付ください。  
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